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初
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恵
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隆

戒

卒
安
初
期

の
種
性
論
謹
は
、

印
度

・
中
國

・
日
本

の
三
國
論
謹
中
、

最
も
峻

烈
を
極
め
た
も

の
で
あ

つ
た
。

何
故

か
く
の
如
き
猛
烈
な
論
職

が
展
開
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
を
究
明
せ
ん
と
す
る

の
が

本
稿

の
課
題

で
あ
る
。

こ

の
論
諄

は
、
大
小
戒
律
論
諄

・
三

ぬ
灌
實
論
諄
と
關

蓮

し
て
い
る
爲
に
、

そ

の
内
容

は
す

こ
ぶ
る
復
難

で
あ

る

が
、

問
題

の
中
心

は
、
三
乗
家

の
人
性
差

別
論

と

一
乗
家

の
人
性
李
等
論

と

の
翼
決

で
あ

つ
た
。

帥
ち
法
相
宗
醤

天
台

・
三
論

・
華
嚴

・
眞
言
等
の
諸
宗

の
宗
論

が

そ

れ

で

あ

る
。

中
で
も

法
相

の
徳

一
勢
天
台

の
最

澄

の
論
諄
が
最
も
激
烈

で
あ
る
。
最

澄

が
弘
仁

七
年

に
依
慷

天
台
集
を
著

し
た

の
が
動
機

と
な

つ
て
、
法
相

の
徳

一
が

佛
性
抄
を
著

し
て
こ
れ
を
攻
撃
す
る
や
、
最

澄
は
照
櫨
實
鏡

・
守
護
國
界
章

・

決
灌
實

論

一
乗
義
集

・
法
華
秀
句
等
を
著
(し
て
、
徳

一
を

難

破

し

た

に

封

し
、
徳

一
は
中
邊
義

鏡

・
慧

月
羽
足
。

遮
異
見
章
を
著

し
て
最
澄
を
破
し
た

の

で
あ

つ
て
、
最

澄
は
徳

一
を
指
し

て
圖

食
者

・
北
軽

と
呼
び
、

徳

一
は
最

澄
を

指

し
て
邊
圭
と
呼
ん
で
、

爾
者
互
に
痛
烈
な
論
職
を
交
し

て
い
る
。

こ
れ
に
次

ぐ
も

の
が
、

法
相
醤

三
論

の
そ
れ
で
あ

つ
て
、
最
も

お
だ
や
か
に
論
じ
て

い
る

の
が
、
法
相
封
華
嚴

・
眞

言
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
論
諄
は
、

中
國
佛

教

の
影
響

に
よ
る
こ
と
勿
論

で
あ

る
が
、

日
本
佛
教

の
社
會
的
環
境
が
か
く
な
さ
し
め
た

と
も
見

る
こ
と
が
出
來
る

で
あ
ろ
う
。

中
國
佛
教

の
影
響
と
云
う
の
は
、
唐

の

玄
舞
門
下

の
種
性
論
諄

で
あ

つ
て
、
南
北
朝
以
來

の
奮
鐸
佛

教
が
、

悉
有
佛

性

を
定
読
と
し
て
い
た
に
甥
し
て
、
玄
弊
の
新
課
佛
教
が
、
喩
伽
師
地
論
に
立
脚

し
て
、
行
佛
性
の
立
場
よ
り
五
性
各
別
読
を
立
て
て
、
理
佛
性
を
遮
し
た
こ
と

は
、
眞
諦
以
來
理
佛
性
に
立
脚
し
て
人
性
李
等
を
圭
張
し
て
い
た
奮
謬
佛
教
の

傳
灯
に
一
大
衝
動
を
與
え
た
。
そ
こ
で
露
潤
は
十
四
門
義
を
著
し
て
玄
舞
の
新

課
佛
教
を
難
破
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
玄
弊
門
下
の
紳
肪
が
種
性
差

別
集
を
著
し
、
神
泰
が

一
巻
章
を
著
し
て
璽
潤
の
難
を
返
破
す
る
や
、
新
羅
の

義
榮
が
一
巻
章
を
著
し
て
簸
潤
の
4義
を
救
い
、
玄
弊
門
下
の
法
寳
が
一
乗
佛
性

究
寛
論
を
著
し
て
、
神
肪

・
神
泰
の
義
を
難
じ
、
慈
恩
の
門
人
慧
沼
が
能
顯
中

邊
慧
日
論
を
著
し
て
、
法
寳
の
義
を
難
破
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら

の
論
諄
書
は
、
悉
く
我
が
國
の
入
唐
留
學
檜
に
よ
つ
て
將
來
さ
れ
て
あ
つ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
卒
安
初
期
の
論
諄
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
書
が
引
用
さ

れ
て
あ
る
こ
と
よ
り
見
て
も
、
玄
舞
門
下
の
種
性
論
諄
が
、
卒
安
初
期
の
そ
れ

に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
謹
明
さ
れ
る
。
然
る
に
、
こ
の
時
の
論
諄
書
申
現
存

し
て
い
る
も
の
は
、
僅
か
に
慧
沼
の
能
顯
中
邊
慧
日
論
四
雀
と
法
賓
の
一
乗
佛

性
究
寛
論
六
巻
中
の
第
三
巻
の
み
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
論
諄
の
思
想
内
容
を
知

悉
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
昭
和
入
年
に
金
澤
文
庫

で
法
費
の
一
乗
佛
性
櫨
實
論
三
巻
を
護
見
し
、
昭
和
十

一
年
石
山
寺
の
唐
筆
爲

輕
中
に
、
一
乗
佛
性
究
寛
論
の
第

一
・
二
・
四

・
五
の
各
雀
が
存
す
る
こ
と
を

知
り
、
そ
の
内
容
を
槍
討
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
玄
舞
門
下
並
に
干
安
初
期
の

年
安
初
蜘
捌
の
種
ご性
論
婦甜

(
恵

谷
)
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李
安
初
期

の
種
性
論
謡

(
悪

谷
)

種
性
論
諄

の
盲
黙

を
解
明
す
る

こ
と
が
出
來
た
。
印

ち
卒
安
初
期

の
そ
れ
は
、

三
乗
家
が
慧
沼

の
能
顯
中
邊
慧
日
論

の
読

に
立
脚

し

て
居

る
の
に
封
し

て
、

一

乗
家
は
多
く
法
寳

の

一
乖
佛

性
究
寛
論

の
読
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

つ
て
來

た
。

法
寳

の

一
爽
佛

性
究
寛
論
を
、

日
本

で
最
初

に
研
究

し
た

の
は
、

奈
良
朝
時
代

に
出
世
し
た
、
南
都
大
安
寺

の
慶
俊
で
あ

る
。
彼
は
道
慈

の
門
人

で
、

三
論

の
學
者

で
あ
り
、

一
乗
佛
性
究
寛
論
記
六
巻
を
著
し

て
い
る
。
す

で

に
こ
の
頃
か
ら
佛
性

の
問
題

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
論

究
さ
れ
て
い
た

の
で
あ

つ

て
、
漸
安
が
弘
仁

六
年
十
月

の
維
摩
會

の
時

に
、
師
匠

の
読
と
し

て
記
録
し
た

法
相
灯

明
記

の
中

に
、

從
二廣
庭

天
皇
十

三
年
壬
申

一至
二
弘
仁

六
年
乙
未
歳

一合

二
百
六
十
八
歳
。

其
中
間
。

元

興
興
幅

二
寺
先
徳
諄
二
法
相
義

触己
逞
二
年
藪

一干
レ
今
未
レ
息
。

今
勒
三

一
入
條

唄流
ご
行
於
後

生
殉
示
ご
其
爾
途
幻

と
云
つ
て
、
内
明

の
十
義

・
因

明
の
六
義
に

つ
い
て
、

爾
派

の
相
違
黙
を
記
し

て
い
る
。

こ
の
問
題
は
直
接
種
性
論
諄
を
述

べ
た
も

の
で
は
な

い
が
、
當
時
元

興
寺
と
興
編
寺
と

の
間

に
論
謳

が
交
え
ら
れ

て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

叉
成
唯

識
論
本
文
抄
雀

二
に
は
、
闘
提
成
佛
不
成
佛

の
論
諄

の
あ

つ
た
こ
と
を
記
し
、

北
寺

の
行
賀

・
南
寺

の
孝
仁
、

卒
備
は
と
も

に
成
佛
読
を
立

て
た
と
記
し

て
い

る
。

こ
れ
ら
の
入

々
は
、
奈
良
朝
よ
り
卒
安
初
期

に
活
躍

し
た
入
物

で
、
當
時

興
幅
寺

・
元
興
寺

・
大
安
寺
等
に
居
佳
し
て

い
た
學
問
僧

の
間

に
、
種
性
論
諄

が
な
さ
れ

て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

卒
安
朝

に
な

つ
て
、
最
澄

・
室
海
に
よ

つ
て
、
新
ら
し
く
天
台

・
眞

言
の
爾
宗

が
開
創
さ
れ
、

し
か
も

こ
の
爾
宗
は
共

に

一
爽
佛
教

で
あ

つ
た
と
云
う

こ
と
は
、
三
乗
家

の
法
相
宗
に
甥
し
て
、

新
ら

し
い
恐
畏
が
加
え
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
。

し
か
し
、

室
海
は
南
都
と
特
殊
關

係

を
も

つ
て

い
た
爲
に
、
直
接

に
は
法
相
宗
を
攻
撃
し
て
居
ら
な

い
が
、
南
都

に

反
歳
を
醗

え
し
て
革
新
佛
教

を
提
唱
し

た
天
台

の
最

澄
は
、
南

都
を
攻
撃
す

る

こ
と
が
最
も
峻
烈
で
あ

つ
た
。

こ
と

に
最
澄
と
徳

↓
の
論

諄
は
、

弘
仁

七
年
よ

り
弘
仁
十

一
年
ま
で
激
論
を
展
開
し
、
最

澄
が
入
寂
し
た
前

年
に
法
華

秀
句
を

著
し
て
、

徳

一
に
と
ど

め
を
さ
す

こ
と
に
よ

つ
て

一
揆
落
を

告

げ

た

め

で
あ

る
。
最

澄
封
徳

一
の
種
性
論
諄

の
内
容
は
、

徳

一
の
著

作

が

現

存

し

て

い
な

い
爲
に
明
瞭

を
鉄

く
が
、
幸
に
最

澄

の
著

作

の
中

に
引
用

さ
れ
て
い
る

か
ら
、

そ
れ
に
よ

つ
て
ほ
ぼ
彼

の
思
想
を
知
る

こ
と
が
出
來
る
。
徳

一
の
思
想

が
最
も

多
く
引
用
さ
れ
て
あ

る
の
は
、
最

澄

の
守
護

國
界
章

で
あ

る
。

こ
れ
に

よ
つ
て

見
る
と
、
徳

一
は
慈
恩

並
に
そ

の
門

人
慧
沼

の
學
読

に
立
脚

し
て
、
最

澄

の
學

説

が
唐

の
法
寳

の

一
乗
佛
性
究
寛
論

に
依

つ
て
い
る

こ
と
を
難
破
し
て

い
る
。

叉
最

澄
も
徳

一
の
學
読
が
慧
沼

の
能

顯
中
邊
慧

目
論
に
依

つ
て
立
論
し

て
い
る

こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

こ

の
黙

か
ら
見
れ
ば
、

最
澄
と
徳

一
と

の
種

性
論
課

は
、

法
寳

の

一
乗
佛
性
究
寛
論

と
、
慧
沼

の
能
顯
申
邊
慧

日
論

の
中
に
記
さ
れ

て
い
る
問
題

が
、
論
諄

の
中
心
問
題

で
あ

つ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

爾
者

の
論
諄

の
要
旨

は
、

一
切
有
情

悉
有
佛
性

・
定
性

二
粟
廻
心

・
報
佛
智

常

こ
眞
如
所
縁

々
種
子
・

有
漏
生
無
漏

・
定
教
前
後

・
教
権
實
。

五
種
性
差
別

・
畢
寛
無
性
有

情

・
無
種
性
有
情
相

・
別
教

一
粟

・
法
華
灌
實

等

の
諸
問
題
が
そ

の
中
心
と
な

つ
て
い
る
も

の
で
、
法
寳

遇
慧
沼

の
論
諄
が

日
本
に
於
て
再
び
燃
え
あ
が

つ
た

感
が
あ
る
。
最

澄

の
最
後

の
著
作

で
あ
る
法
華

秀
句
は
、

上
巻
に
於
て
悉
有
佛

性
を
張
調
し
、

中
巷
に
於
て
印
度

・
中
國

・
日
本

の
佛

性
論
謳
史
を
詳
述

し
て

い
る

の
で
あ
る
が
、

惜
し

い
こ
と
に
は
、

中
巻

の
終
り
と
下
巻

の
初
め
の
所

が

敏
本
と
な

つ
て

い
る
爲
に
、

日
本

の
佛
性
論
諄
史

の
内
容

を
知
る
こ
と
が
出
來

な

い
。
最

澄

の
思
想

の
要
諦
は
、

法
華
経

の
皆

成
佛
道
、
帥

身

成
佛

の
思
想
を

強
調
す
る
に
あ
り
、

從

つ
て
閲
提
成
佛
、

定
性

二
乗

の
廻
心

を
力
読

し
て
、

五

性
各
別
説
を
破
す

る
に
あ
る
。

こ
れ
に
勢
し
て
、
徳

一
は
、
鍮
伽

論

に
立
脚
し

て
五
性
各
別
を
強
調
し
、
定
性

二
乗

の
廻
心
を
認

め
な

い
黙

に
あ

る
。

こ
の
最
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澄
甥
徳

凶
の
論
諄
は
、
三
國
の
種
性
論
諦
史
上
最
も
峻
烈
を
き
わ
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
綾
い
て
淳
和
天
皇
の
天
長
年
間
に
勅
命
に
よ
つ
て
各
宗
の
宗

書
を
製
作
せ
し
め
ら
れ
た
。
印
ち
法
相
宗
護
命
の
大
乗
法
相
研
神
章
五
巻
、
律

宗
豊
安
の
戒
律
傳
來
記
三
巻
、
華
嚴
宗
普
機
の
華
嚴
宗

一
乗
開
心
論
六
巻
、
三

論
宗
玄
叡

の
大
乗
三
論
大
義
鉛
四
巻
、
天
台
宗
義
眞
の
天
台
法
華
宗
義
集

一

雀
、
眞
言
宗
室
海
の
秘
密
曼
茶
羅
十
佳
心
論
十
巻
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

諸
著
鳳
、
何
れ
も
破
邪
顯
正
に
重
黙
を
置
い
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
中
、
豊

安
と
普
機

の
著
作
は
残
敏
本
で
あ
る
爲
、
そ
の
内
容
を
知
悉
す
る
こ
と
が
出
來

な
い
が
、
そ
の
他
の
も
の
は
何
れ
も
種
性
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
中
で
も
玄
叡

の
大
乗
三
論
大
義
鋤
が
最
も
詳
論
し
、
こ
れ
に
次
い
で
は
護
命
の
大
乗
法
相
研

瀞
章
、
義
眞
の
天
台
法
華
宗
義
集
で
あ
る
。
玄
叡
の
こ
の
問
題
に
關
す
る
學
読

は
、
大
乗
三
論
大
義
鋤
の
巻
二
と
巻
三
と
に
詳
論
し
て
あ
る
。
印
ち
彼
の
説

は
、
浬
葉
経
や
中
論
に
党
脚
し
て
五
種
佛
性
義
を
立
て
、
八
不
を
絶
し
た
絶
封

性
の
立
場
に
立
つ
て
悉
有
佛
性
を
強
調
し
、
室
有
課
論

一
、
常
無
常
諄
論
二
、

五
性
爾
不
爾
諄
論
三
、
有
性
無
性
諄
論
四
、
定
性
不
定
性
「諄
論
五
、
攣
易
生
死

謹
論
六
、
三
一
罐
實
諄
論
七
、
三
車
四
・車
諄
論
入
、
教
時
諄
論
九
、
説
不
読
諄

論
十
の
十
論
諄
に
っ
い
て
記
述
し
、
種
性
問
題
に
つ
い
て
の
三
論
の
立
場
を
明

か
に
し
て
い
る
。
玄
叡
の
論
述
し
て
い
る
問
題
は
、
何
れ
も
唐
の
法
寳
と
慧
沼

の
論
謬
の
中
心
問
題
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
彼
の
先
輩
で
あ
る
大
安
寺
の
慶
俊

が
、
法
寳
の
著
作
を
註
解
し
て
一
乗
佛
性
究
寛
論
記
六
巻
を
著
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
後
輩
で
あ
る
彼
が
法
寳
の
學
読
に
よ
つ
て
い
る
こ
と
は
理
の

當
然
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
法
相
宗
の
護
命
は
、
そ
の
著
大
乗
法
相
研
神

章
に
、
十
四
門
義
を
立
て
ゝ
法
相
宗

の
立
場
か
ら
、
華
嚴
・
律

・
三
論

・
天

台
、
成
實

・
倶
舎
の
教
義
を
批
到
し
、
特
に
華
嚴
と
天
台
の
學
読
を
痛
評
し
て

い
る
。
次
に
義
眞
は
、
そ
の
著
天
台
法
華
宗
義
集
に
、
九
義
を
立
て
て
一
乗
眞
「

實

三
乗
方
便
、

悉
有
佛
性

・
悉
皆
成
佛

を
力
読

し
て
い
る
。
そ

の
中
特

に

一
乗

義

に
於

て
、
擾
大
乗
論
は
定
性

の
二
乗
の
廻
心
を
認
め

て
い
る

の
に
、

法
相
宗

が
こ
れ
を
諄
う

こ
と
は
凡
そ
意
義

の
な

い
こ
と

で
あ
る

と
批
評
し

て
い
る
。

六

本
宗
書

の
作
製
に

つ
ゞ
い
て
、

元
興
寺

の
宗
法
師
が
、

一
乗
佛

性
慧
日
抄

一
巻

を
著

し
、
法
蜜

の

一
乗
佛
性

究
寛
論

に
立
脚

し
て
、

三
論
宗

の
立
場
か
ら
法
相

宗

の
五
性
各
別
読
を
難

破
し
て
い
る
。

前
述

の
如
く
、

卒
安

初
期

に
於
け

る
種
性
問
題
を
中

心
と
す
る
論
諄
は
、

ま

こ
と
に
峻
烈

で
あ

つ
た
が
、

何
故

三
論

・
天
台

・
華

嚴
等

の

一
乗
家

が
、

法
相

の
三
乗
家
を
難
破
し
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

こ
の
疑
問
を
解
明
す
る

こ
と
が
、

良

本
佛
教
思
想
史
上
重
要
な
課
題

と
な

つ
て
く
る
。

そ
れ
を
唐
佛

教

の
摸
倣

と
し

て
簡
軍

に
か
た
づ
け
る
わ
け

に
は
ゆ
か
な

い
。

こ
の
時
代
に
特
に
こ
の
問
題

が

論
究
さ
れ
る
所
以
は
、

そ
こ
に
何
等
か

の
原

因
が
あ

つ
た
筈

で
あ

る
。
吾
入

は

今

こ
れ
を
、

藤
原
貴
族

を
背
景

と
す
る
興
輻

寺

の
貴

族
佛

教
が
、

人
性
差

別
鶴

に
立
脚
し

て
貴
族

の
優
越
性
を
強
調
せ
ん
と
す
る
に
饗
し
、
貴
族

の
背
景
を
持

た
ざ
る
元
興
。

大
安

・
延
暦

の
諸
寺
が
、

人
性
卒
等
襯

に
立
脚

し
て
反
貴
族
的

佛
教
を
鼓
吹
せ
ん
と
す

る

一
種

の
思
想
蓮
動

の
展
開

で
あ
る
と
見

た
い
の
で
あ

る
。
當

時
名
聞
利
養
を
望
む
者

が
、
競
う

て
興
隔
寺

へ
韓
籍

し

て

い

る

こ

と

は
、

最
澄

の
年
分
得
度

學
生
名
帳
や
、
綾

日
本
紀

・
日
本
後
紀

の
記
事
を
見

て

も
明

か
で
あ
る
。
當
時

各
宗

に
封
し

て
優
位
を
占

め
、
権
勢

を
ほ
し
い
ま
ま

に

し
て
い
た
法
相
宗
に
樹
し
、

そ
の
思
想

の
根

底
か
ら

こ
れ
を
く

つ
が
え
さ
ん
と

し
た
の
が

三
論

・
天
台

で
あ
り
、

そ
れ
が
種

性
問
題

の
論
諄
と
な

つ
て
展
開

し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

李
安
初
期

の
種
性
論
謬

(
恵

谷
)
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